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1 はじめに

全国には、スポーツ医学を中核とするスポーツ医学

系の学科が複数ある。スポーツ医学は総合医学であり、

医学領域における種々の学問により成立する１）（表１）。

身体運動により生体に生ずる変化を解明する基礎的領

域と、その知見に基づいて、心身の健康や体力・競技

能力の向上、疾病や傷害の予防・治療・リハビリテー

ションに活用する実地的領域に大別される２）（表２）。

スポーツ医学は、スポーツ活動に関与する人間の医学

的諸問題、例えば、スポーツ障害への対応、健康の維

持・増進等、競技力向上に寄与する学問１）、究極的に

健康を追及する学問２）である。スポーツ指導者には必

須の学問である。

全国のスポーツ医学系の学科の中には、スポーツ指

導者の養成のみならず、救急救命士の養成コースが含

まれる学科が存在する３）。著者ら３）は、スポーツ指導

者と救急救命士は「医学的知識」「体力」「コミュニケー

ション能力」「倫理観」「協調性」の５つの素養が共通

して求められることを指摘している。医学的知識につ

いて言えば、表１に示すように、スポーツ医学が対象

とする諸学問と救急救命士法に基づく厚生労働大臣の

指定する医学系学問とでは多くの部分が共通している。

このような共通点を踏まえて、スポーツ指導者と救急

救命士に通じる工夫された教育を行うことができれば、

視野の広い実行力のある人材を養成することが可能に

なると尾方３）は提言している。この提言を基に、本論

では、スポーツ指導者に必須のスポーツ医学が救急救

命士の養成上で果たす意義を議論する。なお、本論で

は、消防官である「救急隊員」を「救急救命士」と同

義に扱うこととする。この理由は、現在の日本では、

救急救命士としての仕事は、消防官としての救急隊員

にほぼ限定されているためである。

2 スポーツ救急医学

平成23年の社会生活基礎調査によると、10歳以上人

口の63％が１年間に何らかのスポーツ・運動を実施し

ている。スポーツは“許された危険”の行為であり４）、

外傷・疾病などが生じる危険性が高い行為である。

スポーツに関連した外傷・疾病には、「突然死」「心

臓震盪」「熱中症」「低体温・凍傷」「頭部外傷」「脊椎・

脊髄外傷」「顔面外傷」「胸部・腹部外傷」「骨盤・四

肢外傷」「自然毒（ハチ、毒ヘビなど）」「減圧障害

（潜水病）」「高山病」「溺水」「ぜんそく・アレルギー」

「インフルエンザ」等がある５）。また、このような外

傷・疾病対策として、医学的知識はもとより、「創傷

処置」「心肺蘇生法」「除細動」の知識・技術が求めら

れる５）。これらの内容は、スポーツ医学で取り扱う範

疇であるが、特に急性期の外傷・疾病を扱うスポーツ

医学は「スポーツ救急医学」と呼ばれる５）。スポーツ

救急医学で扱う内容は、救急救命士が扱う内容そのも

のである。

スポーツ救急医学は、今後の日本社会における救急

救命士の活動を支える重要な学問になろう。これは、

2015年にスポーツ庁が発足し、スポーツを通じた地域

振興と国際交流や、2020年の東京オリンピック・パラ

リンピックに向けた選手強化が推進されていることが
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理由の１つである。スタジアムやオープンスペースで

開催されるスポーツイベントでの救護体制において、

救急救命士（消防官）がその役割を担う６，７）。また、

超高齢社会を迎えてスポーツを通じた高齢者の健康づ

くりの重要性が高まっていることも、スポーツ救急医

学が重要視される理由の１つである。スポーツ時に生

じる生体応答に対する加齢の影響は、スポーツ医学の

主要なテーマである（表２）。総務省消防庁の「平成2

8年版救急救助の現況」によると、救急搬送人員が近

年は増加傾向にあり、平成27年度の救急搬送人員につ

いては65歳以上の高齢者が約57％を占めている。高齢

者が如何なる理由で搬送されたのかについての詳細は

記されていないが、救急搬送の事故種別の中に運動競

技があることからも、スポーツ活動と関連した高齢者

の救急搬送も当然含まれていると考えられる。高齢者

を対象とするスポーツ（救急）医学の知識は、救急救

命士の円滑な活動の助けになると考えられる。

3 救急活動におけるスポーツ医学の活用

救急隊員に多発する労働上の健康問題として以下の

ものが存在する。１つは「腰痛」である。安田８）は、

救急隊員の約96％（190/210名）が救急活動中に腰部

への負担を感じており、ストレッチャーの上げ下げ、

階段搬送、救急車内での心肺蘇生などが負担を感じる

活動であると報告している。熊倉ら９）も、過去に腰痛

を経験したと回答した救急隊員が約58％（45/77名）

に上ることを報告している。このため、筋力強化や疲

労ストレス解消などの腰痛対策の実践が推奨されてい

る９）。身体への負担を軽減するためには、ボディメカ

ニクスと呼ばれる力学的原理を考慮した傷病者の搬送

方法が有効であるが、ボディメカニクスの力学的原理

を知っている救急隊員は少ない８）。救急隊員のもう１

つの主要な健康問題に「心理的ストレス」がある。神

山らは、男性消防職員を対象として、救急隊、消防隊、

救助隊のストレス、勤務状況等の比較を行っている。

救急隊の特徴として、イライラ感や疲労感などのスト

レス反応が高い、心理的な仕事の負担感が大きい、出

場時間・出場関係の仕事時間が長い、食事・休憩・仮

眠時間が短い、仕事の裁量度が低いなどが抽出されて

いる10）。高いストレス反応は、心理的な仕事の負担感

の大きさに起因し、この負担感は、激務かつ裁量度の

低い仕事内容によるとされている。一般男性との比較

においても、救急隊員は高いストレス反応を示すこと

が報告されている10）。また、谷垣11）によると、救急隊

員の中で、睡眠時間が少ない者は慢性疲労を訴える率

が高くなることも明らかになっている。ストレス反応

の軽減には、睡眠時間を十分に確保することが必要で

ある。

労働に伴い生じる症状は、単に労働そのものに起因

するではなく、生活要因（食事、運動、嗜好）も関連

し、家庭生活や余暇を含めたライフスタイルの中で捉

える必要性があると考えらえている12）。スポーツ活動

は余暇活動の１つである。Ogataetal.13）は、スポー

ツ習慣のある大学生は、胸骨圧迫を楽に実践できるこ

とを報告している。これを、救急隊員に当てはめて考

えると、生活要因としてのスポーツ習慣がある者は、

職務上行う心肺蘇生による負担感を軽減できる可能性

がある。ただし、Ogataetal.13）によると、胸骨圧迫

は上半身を主体とした運動であることから、上半身の

トレーニングをする必要があること、さらに筋力や筋

量を増やすトレーニングよりも、胸骨圧迫と同じよう

な律動的な運動で発揮できるパワーを錬成するトレー

ニングが必要であるとされている。また、救急救命士

の睡眠時間の問題については、睡眠前の適度な運動は

入眠や睡眠時間に影響を及ぼさないが、激しい運動を

行った場合には入眠が遅くなり、睡眠時間が短くなる

という研究結果があることから14）、睡眠時間を確保し

疲労感をとるために入眠前の激しいスポーツは避ける

べきである。このような、体力向上やスポーツによる

身体への影響（表２）、さらには上述したボディメカ

ニクスのような力学的原理（表１）はスポーツ医学の

範疇である。スポーツ医学の学習を通して生活要因と

してのスポーツの在り方が変わり、結果的に救急活動

における各種症状の予防・解消につながることが考え

られる。

斉藤15）は、米国のパラメディック（高等救急救命士）

研修を通して、パラメディックには救急活動に必要な

知識・技術だけではなく、パラメディックとしての
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表２ スポーツ医学が対象とするテーマ２）
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“自覚”が必要であることを述べている。この自覚の

1つは、パラメディック自身が救急活動の基本であり、

患者に最高の治療を行うために自分自身の精神面や健

康の管理が十分でなければならないというものであ

る15）。スポーツ医学の知識を生活の中に活かすことは、

救急活動の基本である自分自身の確立に必要不可欠で

あると言えよう。また、スポーツ医学は健康を追及す

る学問である。この理念は、救急救命士の使命に通ず

るものがある。すなわち、健康のための行動は生命を

守る行動である。救急救命士の救急活動も生命を守る

行動である。救急救命士の救急活動は事後対応であり、

スポーツによる健康行動は予防的な事前対応であると

いう違いはあるものの、スポーツ医学を基盤とする健

康行動と救急救命士の活動は同一線上の事象として捉

えることができる。救急救命士がスポーツ医学を学ぶ

ことは、生命を守ることに対するより深い洞察を得る

契機になり、より一層洗練された救急救命士の確立を

可能にすると考えられる。

4 米国における救急救命とスポーツ医学の関

係

前節において米国のパラメディックについて触れた

が、ここで、スポーツ医学先進国といわれる米国にお

けるスポーツ医学と救急救命士の状況に目を向けてみ

たい。

米国におけるスポーツ医学は、スポーツ活動に起因

する傷害・疾病の予防・認知・治療・リハビリテーショ

ンや健康の保持増進、競技力向上のために提供される

医学及び科学技術に関する領域であるとされている16）。

実際のスポーツ現場では、競技指導者、チームドクター、

さらにアスレティック・トレーナーからなる『スポー

ツ医学チーム』によって、スポーツ医学がスポーツ競

技者に対して効果的に発揮されるとしている。この

『スポーツ医学チーム』の周辺に存在し、必要に応じ

てチームに加わるべき専門家として、整形外科医・理

学療法士・足病医・栄養士などに並んで救急救命士が

挙げられている17）。

また、スポーツ現場で競技者に対して直接スポーツ

医学の提供を行うのは、先に挙げた『スポーツ医学チー

ム』のうち、アスレティック・トレーナーである18）。

米国ではプロスポーツだけでなく大学の部活動におい

ても全米アスレティック・トレーナー協会（NATA）

公認のアスレティック・トレーナー（NATA-ATC）

の帯同を義務付けており19）、準医療従事者として専門

知識を有する彼らが中心となり、スポーツ競技者への

医療ケアを行っている。

ではこのNATA-ATCはいかなる医学的知識・技術

を有しているのか。米国全体のアスレティック・トレー

ナーを統括する団体であるNATAはATCが果たすべ

き責務として５つの領域を挙げており、そこには「ス

ポーツ傷害予防」「傷害評価」「治療・リハビリテーショ

ン」とともに「救急救命および応急処置」がある20）。

また、同様にNATAはATCが持つべき最低限の知識

と技術として以下の12領域を挙げている。「傷害及び

疾病に対する救急処置」「測定評価」「基本的病状と障

害」「健康管理」「傷害と疾病に関する栄養学」「傷害

と疾病の病理学」「傷害と疾病の薬理学」「専門家とし

ての責任」「心理学的介入および紹介」「リスク管理と

傷害予防」「運動療法」「物理療法」である18）。

スポーツ現場で発生する傷害・疾病はほとんどが生

命の危機に直結するものではないが、ひとたび重篤な

事象が発生すれば選手の生命や選手生命の危機につな

がる。「脳震盪」「脳損傷」「熱中症」「ショック」や

「糖尿病性昏睡」「てんかん」など意識喪失や心肺停止

を引き起こすもの、「大量出血」や「頸椎損傷」など

である18）。これら重篤な事象には救急車を要請し、地

域の救急救命士や病院と協力して対処にあたるが、救

急救命士の到着より前に対応するのがNATA-ATCで

あり、相応の知識と技術が求められる。

NATA-ATCはアメリカ赤十字社または全米心臓協

会認定の心肺蘇生法、AEDおよびファーストエイド

の資格保有を義務付けられており18）、２年ごとに更新

されるATC資格保有期間に救急救命に関する資格の

期限が切れることがあってはならないとしている19）。

筆者の知るところでは、実際に多くのNATA-ATCが

救急救命士と同等の資格を有し、パラメディックとし

てパートタイムで救急車に乗っているATCもいるほ

どである。また、NATA-ATCの資格取得を目指す学

生が学生レーナー（ATS）としてスポーツ現場で研

修を行う際、上述した救急救命の資格取得が必須であ

り、少なくとも救急対応は行える状態で現場に立つこ

とが求められる。

米国と日本では法規制や制度の違いもあり、一概に

比較することはできないが、スポーツ医学における救

急救命が重要視されており、救急救命士が有する専門

知識や技術がスポーツ医学に求められているといえる。

5 まとめ

救急救命士養成コースのあるスポーツ医療系学科に

おいては、別物のコースであるかのように「救急救命」

と「スポーツ医学」が分けて考えられがちである。し

かしながら、現代社会において、スポーツ救急医学と

いう分野が重要になっていること、スポーツ医学から

得られる知識が実際の救急活動に活用できること、ス

ポーツ医学を学ぶことで生命を守ることに対する深い

洞察を得る契機を得ることから、スポーツ医学は、救
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急救命士が学ぶことが望まれる学問であり、救急救命

士養成コースのあるスポーツ医学系学科の特徴ある教

育課程を構成する重要な要素となる。また、米国の例

をみても救急救命はスポーツ医学の中でも最重要視さ

れるべき課題であり、「スポーツ医学」「救急救命」双

方の知識・技術を持つ人材育成はこのような学科が果

たすべき役割である。
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